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.

.て
茧
命
的
で
あ
つ
た
の
み
で
な
く
勞
働
組
織
內
の
：偏
見 

.
に
對
す
る
^

に
6

さ
ぅ
で
あ
づ
：：た
.事
は
十
乃
革
命
後
の 

服H

問
題
に
就
て
の
根
本
的
修
正
に
も
明
か
で
あ
る
が 

又
他
の
例
を
强
制
勞
_

R
見
る
：事
が
出
來
る
。
露
西
劭 

0
經
濟
生
活
は
破
*

さ「

れ
、：
勞
.働
力
の
最
大
集
中
€

い 

ふ
事
が
經
濟
的
窮
迫
か
、b

_
す
る
爲
の
急
務
で
あ
つ
た 

:

の
で
組
合
は『

勞
働
奔
は
エ
場
に

.

於
て
勞
働
の
.生
產
標 

瓒
を
萵
め
、
生
產
を
改
善
し
反
革
命
Iに
對
し
て
汝
等
が
ベ 

戰
つ
た
凡
て
の
勢
力
ど
熱
心
ど
獻
身
ぢ
を
以
て
働
り
、 

例
ん
^
な
れ
ば
露
西g

j

の
經
濟
的
微
弱
は
社
#:

革
命
の
：) 

減
亡
を
意
味
す
る
。』

^
識
働
し
叉
彼
等
は
‘

『

勞
働
の
生 

.產
力
を
增
加
せ
ょ』

.ど
叫
ぶ
事
が
出
來
た
デ
鄉
ん
ビ
な 

れ
ば
彼
等
出
身
勞
働
者
で
‘あ
る
か
ら
。

例
べ
僅
か
の
勢
働
力
^

X

も
失
は
；れ
ぬ
爲
め
彼
等 

は
强
制
赞
_儆

_

^

勞
働
の
武
斷
化
、
i w

個
々
の
勞
働
者 

を
全
體
の
利
益
の
爲
め
に
服
從
さ
せ
る
^—

を
主
張
し 

f
e o

猝
レ
無
齑
求
國
家
'

が
戰
線
P

鉦S

氱
吹
貧
働
：f

を〕

t

B
s
i
l
i
l

り
得
る
ど
し
た
ら
、
そ
0

_
家
と
勞
働
紕
合
ど
は
之V」 

.

同
様
に
そ
の
階
級
の
者
に
.對
し
產
業
の
戰
線
に
於
け
る 

犠
牲
的
又
强
制
的
勞
働
を
耍
求
す
る

斟
が
出
來
る
。

，
 

社
食
革
命
の
福
利
が
®

高
法
則
で
あ
る
、
そ
し
で
游 

し
も
個
人
勞
働
逬
或
は
を
の
幽
體
が
强
制
勞
働
の
義
務 

を
免
れ
ル
'€

す
る
時
に
は
»

合

は

『

產
業
の
戰
線
は
露 

:

F

■]
]
!革
命
の
最
も
重
大
な
戰
場
で
あ
る
、
各

|1
)
:5;
は
發 

if
m -
の
兵
士
で
*

る
、
そ

し

て

如

何

な

‘る

憐

悠
も
逃
^
 

者
に
は
示
3
れ
な
い
だ
ら
ラ』

ノレ官
；言
す
る
。
强
诎
努 

働
は
私
有
財
產
及
び
注
產
ビ
分
配
手
段

の
廢
止
期
に
趴 

け
る
無
產
者
國
家
の
*

利
で
あ
.つ
で
、
何
人
も
社
舍
の
、
 

利
益
の
爲
め
にJ

.

定
の
勞
跡
を
行
ふ
義
務
を
各
人
に
駆 

求
す
る
事
を
非
難
す
る
«

を
#

な
い
で
あ
ら
ぅ
。

而
し
て
露

西
®

の
勞
働
組
合
は
勞
働
龃
合
ミ
分
離
し 

.或
は
之

に
反
樂
L

て
歐
例
に
抵
て
^

命
が
可
能
で
あ
る
.
 

€

い
ふ
勞
働
組
合
の
拋
棄
政
®
を
以
て
民
衆
势
働
の
輩

か 
»
L
y 

I
r
t
u
.
. 

J
u
y 

£
遂 

I
n
. 

n
u 

o 

N
R 

&
U
,

”
ら
’遠
.知
.

I

n

f

s

F

策
で
為
る
マ」

爲
し
、.：

H

i

o

s

<

t
 

.に

『

露
W

,®
勞
働
紺 

，合

速

動

の

經

i
f

'
に
^

い
て
吾
入
は
諸
君
、
«

西
萠
革
.命
.
::
: 

:

w

f!i
t

階
級
獨
雜
の
眞
の
友
人
達
に
吿
ぐ
、「

勞
働
組
合 

%

中
に
行
き
彼
等
を
，說
：服
せ
ょ
？
然
ら
ば
諸
君
は
ft

分 

虫
親
の
爲
め
に
努
働
ど
生
產
の
多
數
の
紕
織
者
を
得
る| 

で
，あ

ら

ぅ

。

」

諸

君

は

無

產

者

Q

經
濟
組
織
鞏
固
の
な
基j 

故
0
|
1
,に
¥

^

マ

」

^

渡
»

0

緩
，營
4>
&

設
：，し
な
け
'
.れ
议
.，.

\ 

な
ら
ぬ
；

』

£

說
ぃ
た
。
，
.
；
::,
:

;.
:

. 

|

,
 

.

.

:

-I 
■

■
: 

I'
.
,
.
.
.
' 
-
:
:
:
.. 

.

‘ 

..
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へ
.

丨

又

：

L
o
z
o
v
z
k
y

は

云

ぶ
* 
,『

.露

：
西

：
瓯

、
の

：
勞

働

撕

合

は

\ 

單

に

：舊

仙

界

の

I

層

遮

：か
:.
^

滅

亡

を

沏

捩

し

つ

：
V
:あ

も
:| 

の
、み
で
：な
く
、：
そ

れ
^

代

ネ

新

ら

し

い

社

會

主.M
社

會

| 

を
建
設
し
つ
、

:*
る
？
之
が
露

®

观
勞
働
組
合
の
載

分
：：1 

ぞ
特
徵
で
あ
る

』

ビ
.。
自
分
が
彼

0
小
著
を
紹
介
し
た 

の
も
亦
现
在
他
の
諸
國
の
勞
働
組
合
運
動
に
見
ざ
る
此

.

r 

• 

. 

. 

. 

- 

>

.

. 

.
1 

. 

• 

-
. 

' 

.

.

の『

職
分
！
特
徵

』

，に
興
»:
を
感
じ
た
ら
に
外
な
ら
ぬ

V

:

:

:
: 

O

S

部
；

H

 
ハ̂

(
1

三
.ニ 
九)

0 

錄

ジ
 

H;
1
 H.
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ィ

V

ユ

ス
• 
i

ル
' V

〕

經

濟

學

の

定

義

；(

.三
、完)

'

:

「

：」

へ
'
 

複

:

木

‘

鑛

治

：

.

十

「

扨
心
ミ
ル
に
依
れ
ば
、
自
然
科
學
K

精
神
的
科
學
ぷ
レ 

の
相
違
す
る
所
は
、
m

然
科
學
が
純
然
た
る
物
質
の
法 

則
を
取
扱
ふ
の
に
對
し
て
ヽ
糈
_
的
科
學
は
人
心
の
法 

則
を
取
®

ふ
の
^

在
ふ

o

而
し
て
經
濟
學
は
富
を
桃
成 

す
る
物
件
の
生
產
に
.

關
す
る
法
則
中
ス
純
然
代
る
物
®

 

:

の
法
:1
|

を
除
外
し
て
、
其
他
の
人
心
の
法
則
の
み
を
取 

扱
ふ
の
で
あ
る
ノ

併
し
人
心
の
法
則
に
の
み
依
存
す
る 

現
象
は
、
絕
無
で
あ
つ
て
、
多
-

^

の
精
神
的
科
學
は
、
 

S

然
科
學
を
像
{

疋
す
る
の
t

あ
る
か
ら
、
人
心
の
純
粹 

な
る
斜
學
を
包
含
す
る
心
的
科
學
は
、
悉
く
樣
f

 
 ̂

質
的
眞
理
を
無
視
す
ろ
，
に
は
行
か
な
：

S

。
斯
く
て
結 

tv

ビ
經
濟
學
の
觉
義
： 

笫
九
.號

：1
二k
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ィ
i

f

局
經
濟
學
は
、
人
心
の
法
則
^

物
.質
の
法
則
ど
を
結
合

: 

し
て
得
た
成
果
を
綜
合
す
る
の
で
あ
を
。

故
に
經
濟
學
は
>

總
て
の
自
然
科
學
を
豫
定
し
て
、

:斯
る
自
然
利
擧
の
眞
.理
の
中
、
，A

0

の
欲
望
に
依
て
耍 

求
せ
ら
れ
る
物
件
の
;^

產
に
關
す
る
眞
理
を
悉
く
是
認(

:

す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、、、.

ル
が
、
富
の
生
產
及
び
分

，j

 

:

配
を
認
め
て
、
其
消
費
を
斥
け
た
こ
^

は
、
晚
述
の
通

\ 

:!
>

'
で
あ
名
。
■

く
'、
、
ル
は
考
；察

し

た

結

果

、

彼

自

身

完

;
\ 

承

正
{i

な
定
_

の
や
ぅ
化
忍
は
れ
る
ヒ
云
ふ
經
濟
學
の\ 

宛

義

は

次

の

如

く

，で

あ

る

。

即

ち

',

. 

\

.
「

人

間

性

の

諸

法

則

に

依
存
す
る

範

圍

に於
て
、
富

0

一
 

4
#

及

び

分

配

を取
扱

ふ

科

學」
(
t
h
e 

science 

w
h
i
c
h
「

™
 

treats 

the 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
”

 

I
 

distribution 

o
f

 

| 

Wealth、
so 

far 

a
s 

t
h
e
y

 D
e
p
e
n
d

 

U
p
o
n

 

' 

the 

l
a
w
s

 

of 

h
u
m
s

 

natu
r
e

し

s
す

る
か

、

或
ょ

P
:「
「

富

の

生

產

及

び

分

配

の

镇

德

的

若

ぐ

.

心

0

^

0

 

法

卯
:|
:

關

す

る

科

學

」

'
0
!1& s

c
i
e
n
c
e

 

relatll̂
g: 

t
o 

t
h
e

ミ
經
濟
學.の

足

義
.

.

.

第

九

庞.1 

ニ
、 

m
o
r
a
l

 

o
r

 

.
p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
c
a
l

 

l
a
w
s

 

o
f

 

t
h
a

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

§

d
 

d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

 

o
f

 

w
e
a
l
t
h.

)

こ
す
る 

i
V

で
あ
象

ミ
ル
は
、
右
の
定
_
を
以
て
撖
常
り
用
法
に
は
先
づ 

大
過
な
し
ビ
す
る
も
、
併
丨「

哲
學
者
の
爲
に
求
め
ら
れ 

一
る
完
全
な
精
密
さ

に
缺
く
る
所
が
あ
る
ど
し
て
居
る
C 

.
抑
も
經
濟
學
は
、
人
類
の
凡
ゆ
る
狀
態
に
於
け
る
富
の 

:

生
產
及
び
分
配
を
取
扱
ふ
も
の
で
は
な
く
し
て
、
择
に 

社
會
的
ど
名
付
け
ら
れ
る
狀
態
に
於
け
る
富
の
生
產
及 

び
分
配
を
収
扱
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、經
濟
樂 

の
取
扱
ふ
所
はV

人
間
性
の
法
則
ビ
侬
存
す
る
範
圍
に 

於
け
る
富
の
生
產
及
び
分
配
で
は
な
く
し
r

、
取
に
夫 

等
の
法
則
の
或
剖
分
に
依
存
す
る
範
圍
に
於
け
る
富
の 

生
產
及
び
分
配
で
ぁ
る
。
恭
し
吾
々
が
經
濟
學
の
た
め
一 

に
科
學
の
分
野
の
苺
科
辭
典
的
厫
劃
に
於
て
或
地
位
を 

見
出
さ
ぅ
ど
す
る
な
ら
ば
、
少
な
ぐ
^
;
も
斯
の
如
き
見 

娲
を
採
用
す
可
き
で
あ
る
。
而
も
一
度
吾
々
！ハ
、
一

f 

に
'

於
て
.

精
制
的
諸
科
.

に
'
餒
濟
學
の
.

正
_
な
る
位
役
を

選

定

す

る

目

的

を

以

て

、.

精

神

的

諸

科

學

を

廣

く

测

量
. 

「

す
るV

同
時
に
、
他
方
れ
於
:1

:
夫
等
諸
科
學
の
對
象
た 

る
樣
々
の
眞
现
に
：到
迹
す
る
：方
法
苳
過
程
の
本
質
を 

パ
注
意
深
く
考
察
す
る
な
ら
ぼ
右
の
見
解
は
明
白
に
な
る 

で
あ
ら
ぅ
。
6

1

)

：
丨

へ
.；

：

十
二 

.

.

. 

、
 

■

以
上
の
記
述
に
依
て
ミ
ル
が
、
®

濟
學
を
彼
の
所
,
 

へ
精
神
的
科
學
に
依
爝
せ
し
め
S

は
、
明
瞭
に
な
つ 

れ
^

；思
ふ
9

績
い>

T

ミ
^

は 
>
:
凡
ゆ
る
精
神
的
科
學
の 

法
題
^

!

從
て
經
濟
學
の
主
題
^

も
I

な
る
入
間 

に
.就
：て
論
じ
た
。
彼
に
從
へ
ば
人
間
は
、

一
§

道
徳
的 

*

く
は
.心
的
性
質
を
具
贫
す
る
實
在
€

考

へ

ら

れ

、
：
而 

し
て
人
間
の
性
質
に
於
け
る
其
部
分
に
就
て
は
、
樣
 々

の
異
な
れ
る
假
定
の
下
に
、
,超
學
的
«

^

の
主
題
ミ
な 

る
©

で
ぁ
る
。
即
ち
吾
人
は
、(

イ)

個
別
的
に
.
.、
詳
言
.

な
い
か
の
や
ぅ
に
考
察
せ
ら
れ
：る
人
間
に
_

す
る
，こ
^

$

 

.
$ 

(

一
三
三1

-

雜

錄

ジ
ェ
イ
i

s

を
研
究
し
得
.る
し
、(

ロ)
他
.の
.個
人
K

接

.觸

す

る

も

の 

ビ
し
て
の
人
間
を
考
察
し
#

る
し
、
又(

” )

#
|
て
ぅ

狀
漉
に
生
存
す
る
も
の
"
詳
言
す
れ
ば
樣
々
の
共
通
目 

的
を
以
て
龃
織
的
に
協
業
す
る
人
叫
的
實
在
の一

圓
苦 

一
く
似
全
牀
に
於
け
る
ー
部
分
を
«

成
す
る
も
の
ど
し
て 

\

の
.人
間
を
研
究
し
得
る
の
で
あ
る
。

.

今
ミ
ル
の
所
說
に
從
ぷ
て
私
は
、
右
に
擧
げ
た
三
種 

I

の
人
間
に
就
て
少
し
く
論
述
す
る
に
、

(

ィ)

單
な
る
«
人
ビ
し
て
の
人
間
に
所
»

し
、
而 

I

も
必
要
條
件
ビ
し
て
他
の
個
人
|

眾
な
る
道
具
又
は 

一
手
段
^
し
て

の

場
合
を
除
外
す
る
！

の
存
在
を
微
足 

ノ
し
な
い
人
間
性
の
稲
々
な
る
法
則
、
若
く
は
性
質
は
、

ノ
純
然
た
る
心
的
哲
學
の
主
題
の
一
部
分
を
柳
成
す
る
の 

.

で
あ
る
。.
次

に
.
.
.

(

口 )

.
他
の
：個
々
の
人
間
的
若
く
は
_知
的
實
在
、
詳 

.

言

す

れ

ば

'.愛

情

ノ

良

心

(

即

ち

義

務

の

感

情

V

及
び
«
罾 

の
愛
精
の
.如
き
も
の
に
依
て
、

一
の
入
間
的
實
在
の
中

、
かW

鸫

濟

學

の

忠

義

V  

, 
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ジ
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3

-に
喚
瀨
せ
ら
れ
：>

樣

：々

：
：

'?
>

威

情

ヒ

、
，

.人

間

眭

の

斯

.る
祁

へ 

分

に

依#

^
く

は
關

係

す̂
,

範

圍

释

於.け

る

：
人

間

の

守

「 

爲
ビ
に
係
は
る
人
肫
性
.

の
各
秫
法
則
は
、
純
然
た
る

心 

.的
哲
學
の
他
の
部
分
の
、
換
言
：す
.れ
ぼ
« 0
^ 0
^ 0

即
ち
® 0
:
 

煙
學
0

半
；題
の
®

抵
を
形
成
す
々
の
で
あ
る
。
：
最
後
に 

へ
C

C

,人

間

性

の

成

種

の

：
原
'理

は

姝

に

社

會

て

ぅ

狀 

態
に
生
活
す
る
こ
.ビ
に
侬
て
、
換
言
す
れ
ば
典
通
め「

一'
 

乃
室
數
目
的
を
以
て
結
合
せ
る
，、
^

く
は
；|ー
簡
ど
な
れ
にI

 

る
多
數
人
間
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
に
依
て
、"
人

間

I, 

0

'

に̂
：蓝
起
さ
れ
.る

各

‘機

の

觀

念

及

び

感

情

に

關

係

す 

る
も
の
で
あ
る
"
先
づ
人
心
0

初
步
的
法
則
の
多
數
は
、 

斯
の
如
き
狀
態
に
適
應
し
な
い
。;
即
ら
殆
んv

總

て

の

| 

法
則
は
’

他
の
一
一
種
の
狀
態
^

^

前
述
せ
る
ハ
ィ〕

及

び

I 

(

ロ)

の
狀
態
I

に
作
用
す

る
の
で
あ
る
。
f#
し
其
一 

層
廣
汎
な
么
分
醉
に
於
で
作
用
す
る
人
間
性
の
夫
等
眾 

純
な
る
#
1

の
法
.則
は

、眞
•
に
，普
通
的
に
.
し
.，て
、
又
I

_

夫
等
が
決
定
.的
原
■

で
.ゐ
4

、,
.而
4

愤
.ほ
-
:
:

1

.撥
親
雞
せ

;

;

m

 

t

l

 

一
二
人

る
幾
多
の
趣
象
^
此
t.
せ
ら
れ
る
時
に
於
，t 

Sへ
I
 

■

.

眞
'に
單
純
な
る
徘
質
を
有
す
-る
か
&

し
て
、
爲
み
兹

#

た
る
意
義
に
於
て
ぃ
は
ぁ
る
が
、
社
脅
の

EO
ff
i
oKI
J
O、

即
ち
社
#

的
狀
態
に
於
け
る
人
即
性
の
諸
法
則
ど
«
せ

■ら
れ
る
も
の
を
是f

|

す
可
：き
#

種
.の
成
粜
を
生
起
す
る

00
01
?

^

o°斯

の

如

き

法

則

即

ち

一

般

的

眞

理

.
?

、 

11
:
會
經
濟
學(Social、

e
c
o
n
o
m
y
)

て
ぅ
名
稱

i

て
適
^

.
に
呼
ば
る
可
♦き
科
學
の
1
部
四
の
主
題
ミ

な
る
の
で 

ぁ
る
。
併
し
社
龠
經
濟
學
て
ぅ
名
稱
は
、
盤
ど
比
別
せ 

ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
堋
.論

的
1&
0
©0
|
十
即
ち
か
辦
«0 

學(speculative 

P
O
I
i
t
i
c
v

 o
r

 

t
he 

science 

o
f

 o
o
s
c
s
)

 

て
ぅ
名
稱
'ょ
り
も
多
少
幸
便
な
ら
ざ
る
慽
み
が
な
い
で 

は

な

い
:'
0

社
#

經
濟
學
の
社
#
的
狀
態
に
對
す
る
關
係 

は

你

立

；1辱
及
'び
1̂
^
學
の
人
»

に
^!
す

る

夫

れ

に

似

て

居

る
;T

部
'»

會

經

濟

_

の

表

示

す

る

所

は

左

の

如

く
-
'で

あ
'る
0
.
卯

ち：
：
.
.
.

(

•_
.) 

■.
人

；間

姓

の

加
.何
^
;
^
:
る
.
'说

則

に-依
.て
；
人.
.
.
^
:
は

.、

跹
會
の
或
狀
態
に
誘
導
加
.
入
す
る
じ
至
る
か
。

(

ニ
}

人
間
の
位
置
に
於
け
る
此
特
色
は
、
如
何
に 

し

H

彼
の
利
益
ど
、
感
情
さ
、
是
等
を
通
'し
て
彼
の
«

 

爲
^

に
作
用
す
る
か
。7
'

,
.'
'

,

'

:

:

:

;

三)
_

如
何
に
し
て
組
合
は
、
次
第
に
密
接
：ど
な
る 

傾
向
を
有
し
、
而
し
，て
協
業(

C
o
-
O
p
e
r
a
t
i
o
n)

其
物
は
益 

々
各
種
：の
目
的
に
向
て
擴
大
す
る
も
の
，で
あ
る
か
。

(

四)

夫
等
のm

i

的
は
、.
：如
何
な
る
も
の
で
あ
ト
、
 

又
如
何
な
る
種
類
の
.芋
段
が
、'!
：
:
_

し

て

斯：

の

如

き

目

的 

4>
;

促
進
す
る
た
め
に
採
用
せ
ら
れ
る
か
。

.

,

;

x;.
s

)
；

社
#

的
聯
合
の
通
常
の
結
果
.ぞ
し
て
、

-A

間 

相
互
間
に
.確
立
さ
れ
.た
a

々
の
關
係V」

は
如
何
な
る
も 

の
で
あ
る
か
。

(

六)

.
別
個
の
社
#
狀
態
に
於
て
相
違
せ
る
橄

々
の 

關
¥

^

は
、
.

如
何
な
る
1

の

で

あ

る

か

.
。

.

(

七)

::
-
嘗

何

な

る

歷

史

的

順

序

に

於

て

斯

の

如

き

狀
 

態

は

'

栩

互
1|
:

繼
承
す
る
傾
向
が
あ
る
か
。

第
十
，；S

2

1

一i

5

，雜
.

錄

S

イ
i

ス
。

ハ

八

)

人

間

の

行

爲

ビ

性

賀

と

に

及

ば

す

沿

の

種

々

 

な

；

影

響

は

、

如

何

な

る

も

の

で

あ

る

か

。

:'

是
れ
で
あ
る
。

I

右

の

部

門

の

科

學

は

、

ミ

ル

の

時

代

に

於

て

は

、

或
 

:
は

社

會

經

濟

學

、

或

は

，
理

論

的

政

治

學

、

或

は

#:
會

の

 

i f
物

學

等

^

種

々

な

る

名

種

を

以

て

呼

ば

れ

れ

の

で

あ
 

一

る

が

、

何

れ

の

名

稱

を

以

て

す

る

.も

、

夫

れ

は

、

個

人
 

的

心

意

の

本

質

に

：關

す

る

總

て

の

科

學

を

豫

定

す

る

の

. 

」

で

あ

る

。

何

故

ビ

ー

；ム

ふ

^

〈

心

意

の

本

質

に

關

す

る

總
 

一

て

の

科

學

が

認

知

す

る

總

て

.
の

法

則

は

、

社

會

の

成

狀
 

態

に

於

て

a

ff
l

さ

れ

る

も

の

で

、

又

社

會

斜

學

の

各

種
 

の

眞

理

は

、
：
斯

.の

如

き

單

純

な

る

&

則

が

祓

雜

せ

る

狀
 

0

に

，於

て

遂

行

す

る

有

：様

を

叙

述

す

る

に

過

ぎ

な

S

か
 

ら

で

あ

る

。

故

に

.純

然

れ

る

心

的

哲

學

は

C

政

治

哲

學
 

の

：
主

要

な

る

：
部

分

.
、

，
即

ち

序

論

で

あ

る

。
' 
抑

も

社

會

經
 

濟

學

は

、

社

會

に

.於

け

る

，人

間

の

行

爲

、

或

は

狀

態

に
 

影

響

す

る

I s
h
.
.、，
入

_

の

_本

質

_の

：
凡

ゆ

，
.
る

部

分

を

包

容

ー

少

せ

經

濟

學

の

岽

義

鎔

九

鱗

1

ニ

丸



#

け
ら
.れ
る
こ
£
が
出
來
る
ノ 

(

f

〕

パ:,
'
:
斯
く
ミ
ル
は
論
じ
た
後
に
、
，科
學
の
^
»
に
於
け
る 

右
®

主
要
な
^

M

P

に
猶
し
て
.

、
其
本
質
及
.び
限
界
を 

最
も
扼
確
に
思
考
し
、
，充
分
に
例
：證
し
f

t

著
者
の
.1

人

| 

.が
,
魏
ん
で
經
濟
學
.
て
う
名
稱
を
與
へ
；た
の
ば
適
當
で
、

j

 

あ
る
か
.
杏
か
に
想
到
し
| 2
! 0
\

而
し
^

ミ
‘
.

\

は
.

、
®

濟
擧
.j

 

て
う
名
稱
を
斯
の
如
<

1

廣
沉
な
^

意

義

に

用

ふ
'!
)

の

を
 

不
可
^

し
^

の
で
あ
る
.

"

彼
の
不
可
ど
せ
る
理
由
は
、 

.
次
に
記
す
で
■
あ

ら

う
.0

十
三

 

一
 

';
'

前

項

に

於

て

經

濟

學

て

う

術

語

の

意

義

を

廣

義

に

解
 

釋
し
た
ニ
人
迻
云
つ
た
の
は
、

ジ
ヤ
>ン
0

バ
ッ
チ
ス
b

*

レ
.
方
；ン
V
セ
イ
：の
こ
耳
で
*」

る
。勿
論
.經

濟

學

て

，
？
術

，
語 

の 

に 

■>
 

U 

.
ど

は
'>
其 S5S 
原

よ
"
^

第

九

號.

|

H

〇 

へ
.ば

決

し

て

不

當

，で

な

い

0
併
し
經
濟
學
て
.う
言
葉
は
、
 

旣
に
長
い
間
用
ひ
&

れ
て
屑
れ
所
に
從
へ
ば
、
餘
，̂
廣

ミ
ル
の
«

說
に
侬
れ
ば
*

て
の
著
者
は
"

彼
が
眞
理
を
說
明
>
^
る 

1

般
前
目
的
に
甚
だ
役
立
つ
ち
の
€
判
斷
し
た
様
式
に 

於
て
、
彼
の
道
具
で
あ
る
秫
々
の
言
葉
を
用
ふ
る
權
利 

を
與
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
*
併
し
著
者
は
、
滎
令
の 

言
葉
を
隨
意
に
使
用
す
る
こ
^

が

出
來
る
^

は

云

/

、
 

之
に
對
す
る
批
評
は
、
當
然
彼
自
身
の
引
受
く
可
き
義 

務
に
屬
す
る
。
而
し
て
此
場
合
に
セ
ィ
は
、
幾
多
の
大 

な
る
理
由
が
な
け
れ
は
到
底
出
來
な
い
も
の
を
双
し
た 

や
う
な
觀
が
あ
る
。
即
ち
セ
ィ
は
、
ょ
り
特
色
あ
る
名 

稱
を
見
出
す
の
が
容
易
か
つ
た
或
對
象
に
向
つ
て
、
或 

名
稱
を
讓
渡
す
る
た
め
に
、
其
或
名
稱
の
意
義
を
變
处 

し
た
や
う
に
思
は
れ
る
S

云
ふ
の
で
あ
る
。

併
し
經
濟
學
て
う
言
葉
に
依
て
今
日
普
a

に
會
^

せ 

ら

れ

，
る

所

は

、
迎
論
的
玟
治
學
で

は

な{

し

て
、
理
論

:#
i

ハ
猪
.

■ -

三
三
制
.)

雜

。
錄

ヤ

エ

ィ
9

3 1

ス
，I

ル
占
經
濟
學
の
定
義

.す
^

も
：の
-で
ぁ
る
0

故
鉍
*

^

^

學
.は
、
立
法
の
術 

を
其
.
' 一
部
^
:せ

る

實

際

烯

意

^

®

、

「

那

ち

親

治

の

術

の

本
尊
が
基
礎
で
あ
る
/
/

」

し
て
、
a

Bs
r
.的
政
治
學
と
も
名
；，̂

な
る
意
義
を
包
含
.し
て
は
居
な
か
つ
た
d

，的
败
治
學
.

の
，："！

部
w

**
e

あ
'る

泛

云

：ふ

の

が

、

ミ
ル
：の
.論 

.
't
;1
?

あ
る
。
：即
v

«

濟

學

は

瓶

會

的

狀

態

に

依

て

變

改 

•
:
せ
ら
^

る
や
ぅ
な
人
間
の
«
質
の
全
般
を
収
极
ふ
も
の 

で
-は
な
い
,:
°

又

：社

會

に

：
於

け

る

来

間

の

行

爲

：の

全

般

を 

.
取

扱

ふ

も

の

で

も

な

い

o

夫
れ
は
當
を
所
有
# 0
^ 0
^0

渺
へ

0

0

. 

:
:;
.
,
:
.
 I

.

求
し
、
：
而
し
て
其

1
2
1

的

を

到

達

す

る

た

，
め

^

比
較
.

的

有

\, 

效
^

る
各
種
の
手
段
*

剑

斷
:.
1

>

得
る」

.

，の
實
隹
^

し
_
て

\ 

::

の
.

人

間

に

の

み

键

孫

す

る
. 0

で
あ
^

C
:
,又
社
會
的
^

態

| 

,

に

. ^

て
富
^

追
求
す
る
結
果
、「

生
起
す
る
や
ぅ
な
各
®

一

• 

; 

.

.

.
 

* 

:ぐ

の
現
象
を
の
言
す
名
に
過
ぎ
-な
い
。
即
ち
經
有
學
 ヾ

，
膝
、他
純
の
人
間
的
熟
情
、郞
ぢ
動
機
の
完
全
な
る
抽
象」

.

.
I
J 

.

)

を
形
成
す
る
：の

で

あ

る
::
'

°
_

從
て
富
の
欲
求
に
®

え

ず

反

I 

對

: t

る
原
則
^

看
做
^

れ
#

る
_
朋
の
4

:

の
、/:
即
ぢ

^ 0
« 0」

)0
^

.
-<
0

:
。
5 0

^

0

. 

?ro
>
<;°

丨。

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

c

o

b

の
妩
忌
ビ
•辟
價
な
る
放
縦
を
現
在
に
於
.
で

享

受

せ

ん

.：
ご 

.

す
る
欲
求

(
a
v

e
r

s
i

o
n

 

t
o

:
k

b
o

u
r

,
,

:
:

a
a

d
e

s
i

r
e

 

:
o
f
:
t
b
e

 

.p

: ^.
s

l
t

n»n
j

o
y

m
e

n
.

t

 

ノ
 o

j
f

 

c
o

s
t

l
y
. 

i
n

d
u

r ve
n
c
e
s
.

 V

 

ビ
，を
徐 

;

外
す
る
の
で
*

る
。
霸

域

程

度

迄

暴

等

を

：經
濟
學
め 

: k
. l
;i
- C
H

置

} 

!

雜

.
•;
•錄

•:
ジ
？

••

ェ.？

、、

考
察
.
中
に
加
へ
'

る
.

。何

故

V
J
,

云
ふ
に
是
¥

.

0

.欲

，
：，求

は

.
、
.
他
 

の
欲
求
ビ
：異
な
つ
て
屢
々
，富
の
€

求
ど
衝
突
し
な
い
の 

み
な
：ら
ず
、
又
常
に
一
の
厄
介
物
ビ
し
て
«
濟
學
に
隨 

伴
し
：、
從
つ
て
不
^

離
的
.に
經
濟
學
の
考
察
中
に
®

入 

す
る
に
至
る
か
6

で
あ
る
。
經
濟
學
が
人
類
を
考
察
す 

る
の
は
、
富
の
獲
得
^
消
費
ど
に
の
み
從
事
す
る
も
の 

ど

し

て
V

あ
る
。
茬
し
®
を
追
求
す
る
動
機
が
、
旣
に
論 

及
1

た
ニ
種
.

の
永
績
的
反
對
動
機
I

勞

働

の

嫌

忌 

ビ
、
高
憤
な
る
放
縦
を
現
花
に
於
て
享
受
せ
ん
ご
す
る 

.

欲
求

——

に
依
つ
^

阻
寄
甘
ら
れ
る
程
度
に
於
て
除
外 

例
は
：あ
る
け
れ
ど
も
、
人
類
の
各
秫
行
動
の
絕
對
的
支 

配
者
で
あ
る
ミ
す
れ
ば
、
祉
脅
の
或
植
狀
態
に
生
活
す 

^
人
類
に
强
制
せ
ら
る
可
き
行
動
の
進
路
た
る
所
の
も 

の
を
表
示
す
る
の
が
、

«

濟
學
の
目
的
で
あ
る
。
此
欲 

ヾ
求
の
影
®

を
.
受
け
て
經
濟
學
の
表
示
す
る

人
間
は
、

» 0

s
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歡

如

A 0

o
0

o
o

の
則
產
を
横
領
す
る
こ
ミ
を
：嚴
禁
し
た
务
«

の
法
漸
を
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o
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0

0

、々
の
.考
.案
を
採
用
し
.自

由

競

爭

の

影

響

の

...下

に

同

意

O

O

O
0 

0

0

0

0
 

0
.
0
 

0
.
0
0

 

' 

|

^

侬
る
產
出
物
の
分
割
を
決
定
し
（

併
し
®

由
競
：爭
，

j 

其
物
は
、或
法
則
に
依
て
支
配
せ
ら
れ
る
か
ら
、
其
法
叨

が
產
出
物
分
割
の
窮
極
に
於
け
る
制
規
者
.で
ぁ
る
I

■
i 

\
.
'
:
o

)o
v
o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

0
.
0
.
0

 

o 

o

 

而
丨
て
富
の
分
配
を
容
属
な
ら
し
め
る
12

め
に
.-

-

-貨

幣
、
信
用
等
の
如
き一

^

成
禪
0

便
法
を
用
ふ
る
の
で 

ぁ

る
b
へ

總

て

是

等

の

作

用

は

、
，
，
其

多

數

が

實

際

上

各

® 

の
ぃ
動
機
の
結
果
で

.ぁ
る
け
れ
ど
r

經
濟
學
に
於
て
は
霄 

の
欲
求
ょ
り
の
み
流
出
す
る
も
の
ビ
し
て
考
察
せ
.ら
、 

る
の
で
あ
る
。
 

.：

；： 

是
に
於
て
經
濟
學
の
研
究
せ
ん
S

す
る
各
種
の
g

MI
J 

は
庇
に
タ
藝
心
た
'
1個
の
反
對
斷
機
が
構
成
す
る
場 

合
を
除
外
し
て
V

人
間
は
其
性
質
上
：已
む
を
得
ず
凡
ゆ 

る
®
.合
.に
：富
.必
4

飞
，多
合
部
分
.を
採
.
.る
ち
の
S

決
定
.せ
..：

經
濟
學
の
忠
義 

第
.九
號
1

ニ1 
一二 

ら
れ
る
所
の 

一.
0
實
在
：で
あ
る
せ
云
ふ
推
定
の
下
に
、 

如
上
の
作
用
を
皆
支
’配
す
る
办
で
あ
を
。
楚
れ
は
、
如
.
 

何
な
る
經
濟
學
者
も
常
に
人
類
は
實
際
斯
の
如
く
柳
成 

セ
ら
れ
る
g

推
定
す
る
程
に
飾
(1

な
り
し
が
故
で
な 

，ぐ
、
寧
ろ
經
濟
學
の
必
然
的
に
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
形
式
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
抑
も

j

の
結
*

が
、
冬 

穂
の
原
因
の
結
合
に
侬
存
し
た
時
に
は
、
夫
等
の
原

因
 

は
、
總
て
同
時
に
研
究
せ
ら
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而 

し
て
若
し
吾
々
が

、

夫
等
の
原
因
を
通
し
て
典
結
果
を 

豫
定
乃
至
支
配
す
る
力
を
#

得
ぜ
ん
e

欲
す
れ
ば
、
夫 

等

の

法

則

は

、

個

別

的
：！ i

硏
究
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

一
ぬ
。
何
故
と
^

ふ
'

^
其

結

來

の

法

則

は

|"、
.
其

結

來

を

決 

.
定
す
る
總
て
の
原
因
の
法
則
ょ
り
；成
る
か
ら
で
あ
る
。
 

同
樣
に
社
會
に
於
け
る
人
‘間
の
.
.上
に
典
司
的
に
作
W

レ 

つ
、あ

：.

る
各
種
の
欲
求
ビ
嫌
嚴
ヒ
に
支
配
せ
ら
れ
る
人

間
が
、
如
何
に
行
動
す
る
か
を
判
斷
す
る
た
め
K
は
、

吾
.十
は
：，殊
&

:、
各
個
.
0

排
麻
的
影
響
の
下
：に
人
間
：が
常
.
.

に
如
何
に
行
動
す
る
か
を
知
ら
な
M

れ
ば
な
ら
ぬ
。
思 

ふ
に
八
間
が
ヽ
富
の
單
み
る
欲
乘
以
外
に
如
何
な
る
衝 

動
の
直
接
的
苦
く
は
間
接
的
影
響
に
も
支
配
せ
ら
れ
な 

い
人
間
の
生
活
に
於
け
る
行
爲
は
、

一
も
な
い
で
あ
ら

赏
♦か
主
要
の
對
象
で
な
い
所
の
人
間
的
行
爲
の
^:
^

I 

に
就
て
.，
經
濟
學
は
、：0
:己
の
結
論
を
以
て
是
等
に
適
™
 

用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
ど
#
り
稱
す
る
も
の
で
ば

な

I. 

い
。
：併
し
或
部
門
の
人
*

に
於
て
は
.常
の
獲
得
は
、
主
;'
:
|
 

5?

に
し
て
公
認
さ
れ
た
目
的
で
あ
る
。，勢
に
經
濟
學
の| 

，考
察
す
る
所
は
、
是
等
の
部
^

2

„
い
ト
ひS

和
如
レ
。

\

.

.

.

.
 

.
: 

' 

I.

斯

ィ

，て

經

濟

學

が

必

然

的

：に

採

用

，す

る

方

法

は

、

.主

要

I 

:

に
し
て
公
認
3

れ
炎m
i

的
が
恰
か
も
唯「

の
目
的
で
あ
.I: 

る
か
ー
の
如
く
取
扱
は
れ
る
方
法
で
あ
る
。
即
ち
今
凡
ゆ


る
假
觉
が
等
し
く
單
純
で
あ
る 
ビ
寸
れ 
ば
、
 

夫
れ
は
最 

,
 

も
眞
«

に
近
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
經
濟
學
者
の
硏
究 

す
る
，所
は
、
若
し
！i：

題
の
各
部E

：

內
に
於
て
富
の
獲
得

の
欲
求
が
他
の
欲
求
に
依
に
B

咨
せ
ら
れ
な
い
£
せ
ば 

富
の
獲
得
の
欲
求
に
依
て
生
起
せ
ら
れ
る

所
の
各
種
の 

行
動
ば
W

も
勿
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ビ
云
ふ
に
在 

る
。
斯
る
方
法
に
於V

こ
そ
、
始
め
て
他
の
方
法
を
以 

て
適
用
す
る
よ
b

も

^

失

等

部

門

に

於

け

る

人

事

の

眞 

實
な
る
順
序
に
よ
&
接
近
し
た
近
似
値
が
取
#
せ
ら
れ 

る
の
で
あ
る
。
此
近
似
値
は
、
異
種
の
如
何
な
る
衝
動 

の
結
果
に
對
し
て
も
相
當
の
斟
酌
を
さ
へ
加
へ
れ
ば
、 

妥
當
^

な

る

の

で

あ

る

。

S

3
 

V
 

一

十

四
I

前
項
に
於
て
ミ
ル
の
論
じ
た
所
は
、
恶
す
る
に
經
濟 

學
て
ぅ
術
語
の
意
義
が
、
レ
：オ
シ
。
セ
ィ
の
用
ひ
た
よ
り 

も
狹
義
に
解
釋
せ
&

る
可
き
で
め
つ
て
、
結
屈
經
濟
學 

の
考
察
す
る
が
は
、
富
の
獲
^

が
主
要
に
し
て
公
^

^
 

れ
た
，目

的
で
あ
る
或
部
|,
,1

の
人
事
に
1

せ
ら
れ
る
£
 

云
上
の
で
あ
る
o

從
て
經
濟
學
の
硏
究
方
法
も
亦
夫
れ 

に
滴
應
す
る
や
ぅ
な
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
譯
で
あ
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与
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V
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辟

濟

逛

義

る
>

併
^

>

、
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 ̂

G

K

は
せ
れ
ば
、純
然
た
る
科
學
的
排
列 

，.
.の
求
^

#

度
は
、
實
g

g

M效
用
の
た
め
[3

多
少
の
«

'1 

を
1

系
の
，で
あ
る
。
即
ち
富
0
追
求
.に
於
け
る
人
間
の 

行

爲

は

、
.

最
小
の
勞
働
ビ
自
己
抑
^
ヒ
に
依
て
最
大
量 

欲
の
«

を
«

#

す
る
欲
求(

t
h
e

 
d
e
s
i
r
e

 

o
f

 

o
b
t
a
i
n
i
n
g

 

け

f̂
s
t q

u
a
n
t
i
t
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o
f

 

w
e
a
l
t

:si
w
i
t
h

 

t
h
e
:
least: 

l
a
b
o
u
r

 _
a
n
d
;
s
e
l
f
-
d
e
n
£
)

以
外
の
、
吾
々
の
人
間
性
に 

於
，切

る

性

質

.の

間

接

的

影

響

に

依

て

支

配

せ

ら

れ

る

ビ 

一
茂
事
が
知
ら
れ
、*

く
は
推
定
せ
ら
れ
.る
限
6

、經
濟 

學
'0
:

結

靈

、
眞
實
0

:出
來
事
に
關
す
る
說
明
文
は
豫 

«

に
®

だ
適
用
せ
ら
れ
雛
く
な
：り
、
遂
に
は
夫
等
結
論 

が

他
.0

源
因
に
依
て
蒙
む
る
影
響
の
程
度
に
«
し
て 

毛
、'
.
,疋
常
な
る
承
認
を
經
て
缝
II
I

せ
ら
れ
る
に
至
る
の 

で
あ
.る
。
、

-

,

V
:

_

-|
|

妙
^

到
つ
：て
£
ル
.は

ぐ

經

濟

學

の

最

も

完

全

な

る

定
 

ff
i

た
，
る

，
の
へ

®

あ

b
ビ
稱

し
r

、

次

の

如

く

經

濟

學

に

定

i
^
K 
O.日

 ^
.
.
.

第
九
號

1
三
四

ル
は
結
ん
で
.一

先
.'T

筆
を
擱
い
て
房
る
。.
.

，'
以

上

、、
、
ル

の

所

論

を

詳

細

に

吟

味

し

た

後

に

、
私

が 

最

初

に——

本

誌

，の

七

月

號

1
:

叫
九
¥——

引
用
し
た 

>

、
ル

の

著

經

濟

學

原

：理

中

に

於

け

る

斯

學

の

，定

*

を
ー
,:
:
 

酿
免
る
な
ら
ば
、成
程
マ」

首
肯
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
：う
？

今
®

ね
て
左
に
.原

文

を

：引

用

す

れ

ば

、
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.
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nature 
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a
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'
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s-g
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directly .or 

r
e
m
o
t
e
l
y
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rt
h
l
e

 

operation 

of all 

the 

causes 

b
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h
s
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condition 

of 

m
a
n
k
i
n
d
'

 

or 

o
f an

y

 

society 

of 

3iu m
a
n

 

beings, 

in 

respect: -

r+
0 
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universal 

o
sr
e
c
t

 

o
t
,
h
u
m
a
n

 

desire, 

is 

m
a
d
e

 

jpro- 

s

D̂erous 

o
r the 

reverse?

ビ
云
.ふ
の
1:

あ
る
0

^

5
 

V

'
勿
論
定
義
皮
し
で
は
最
き
に
失
す
る
處
れ
が
な
い
で 

第
i

ハ
餘
‘

(
1
1
5
1
1
A
)

雜

:

爆
.

S

イ
i

.
ス<

「

如
何
な
る
他
の
對
象
を
追
.求
す
る
も
變
班
せ
ら
れ 

な
い
範
s

fe
'於
て
、
1

會
の
各
植
現
象
中
、
富
の
生
產
，
 

•
の
た
め
に
人
沿
が
結
合
し
て
な
す
諸
作
用
に
起
因
す
る 

♦

ぅ
な
幾
多
の
現
象
に
關
す
る
種
々
£

則
を
矶
夂
す 

へ
る
刺
學
し

(

^
o 

g
o
J
s
o
e
, 

whicli 

graces 

the 

l
aw
s 

o

 
叫
 

-s
u
c
h

 

or 

the 

p
h
e
n
o
m
e
n
a
,

 

o
f

 society as 

arise 

f
r
o
m

 

ァ.tne 

.combined - operations, 

o
f
-
m
a
n
k
i
n
d

 

for 

the 

:
p
s
d
u
c
t
i
o
n

 

o
f wealth, 

in 

so 

far 

as 

those 

p
h
s
o
- 

m
e
n
a

 

are 

not 

m
o
d
i
f
i
e
d

cr
y th 
卬 

pursuit; 

of a
n
y

 

otll

nll: 

object. )
V
J

。

右
の
定
義
に
對
し
て
<

ル
は
、
次
の
や
ぅ
に
附
加
へ 

::
て
®

る
:0

併
し
是
れ
は
、
科
學
の
分
野
に
於
け
る
ニ
部 

分
た
る
.經
濟
學
の
足
義
ビ
し
て
正
：確
で
あ
i

が
、
經
齊 

學
に
關
す
る
著
者
は
、
無
論
其
說
叨
中
に
於
て
純
然
た 

る
斯
學
の
各
種
眞
理
ビ
共
に
、
彼
の
著
書
を
有
益
な
ら

し
"め
る
に
最
も
役
立
つ 

>い
評
價
し
た
丈
け
、
數
多
の
實 

際
：

^
修
正
を
併

^
す̂

,：
O
 4̂
-

办
ら
う

t 
o 
r註
t 
>

.

も
な
く
}
又
其

後
牛
は
寧

ろ

彼
が
上
來
說
叭
し

た

所

に
 

照
せ
ば
無
用
蛇
足
の
感
が
す
る
。
併
し
夫
れ
は
、
三
， 

が
經
濟
學
原
现
の

辦

一

版

の

序

文

に

於
て
、
次
の
如

く
 

一
言
つ

て

居

る

の
に
徵
す
れ
ば
、
右
の
評
は
彼
の
豫
知
し 

j

て
居
つ
た

所

で

あ

る

o

日
く 

r

假
令
彼(

ミ
ル)
の
目
的 
\

は
、
實
際
的
で
あ
り
、
又
典
主
題
の
性
喪
が
、
許
容
す 

|

る

範

圍
內
に
於
て
通
俗
的
で
あ
：るv

j

す
る
も

、

彼

(

 
•
、
、

. 

i

ル)

は

黻

密

な

る

科

學

的

推

論

を

_

牲

に

ー

て

迄
も
、
夫 

::.等
利
益
の
双
方
を
収
得
す
る
企
圖
を
全
ぐ
試
み
な
か
つ 

_
.
た
1

« :

は
、之
を
附
言
す
る
必
迪
が
あ
る

C
」

ど

c

 

S

U
 

;

，
一

ゼ

に

經

濟

學

原

理

の

序

論

0
最
後
に
於
て
次
の
如
く
論 

\

じ
て
居
る
所
を
見
れ
ば
、

ミ
ル
；か
經
濟
學
原
理
中
に
採 

用
し
れ
經
濟
學
の
定
義
は
、
言
は
一
理
解
本
位
な
の
で 

.
あ
る
。

ミ
ル
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば
、
要
は
硏
究
の
便 

宜
)2
今
ょ
り
硏
究
せ
ん
：£
す
る
題
材
の
關
係
ビ
に
就 

て

或1

般
的
の
豫
想
を
ば
初
學
者
の
心
情
に
階
示
す
る 

に
在
る
の
で
あ
る
M

ti
i

r

o故
に
三
ル
は
、
科
學
的
精

、ネ
ル
と
规
濟
學
の
楚
義
：
 

笕
九
®
 

i

五
'



第
十
六
魅
:

(

.-
*

3

四
0

)

雜

錄

s

 

?

密
3

が
さ
ん
で
害
さ
れ
な
ぃ
範
圍
に
於
で
蛇
坻
赘
言
を
へ 

敢
え
て
し
た
迄
で
*

を
に
相
違
な
：い
o 

;

然

ら

ば

ミ

ル

は

、
.
：
經

濟

學

原

理

に

於

て

如

何

に

論

じ 

‘て

、
，
彼

が

與

へ

た

經

濟

學

の

^

g

を

補

足

し

たか
、

'

.

.夫
れ
どw

s
s
a
y
s

中
に
於
け
な
所
說
でJ

の
間
に
多
大
の 

相
違
が
あ
る

か
t
は

 
>
 

次

礙

に
紹
介
す
.̂
で
あ
ら

ぅ

。

ノ
:ビ
 

>
,十

五

，
.

:•
:
.ゼ

^
^
^
^

: :

:ミ
ル
は
、
經
濟
學

M

®

の
序
論
の
最
後
^

於
て
左
の
.ー
 

如
く
附
言
し
て
居
る
。

. 

一

諸
國
民
の
經
濟
狀
態
が
物
理
的
知
識
の
多
少
に
依
存\ 

■
す
る
限
&
、
夫
れ
は
自
然
科
學
及
び
之
に
某
礎
を
置
く 

\ 

:

各
a

技
術
の
主
題
ど
な
.る
。
併
し
夫
等
の
原
因
が
、
道
.\ 

ヾ
德
的
な
る
が
、我
く
は
心
理
的
な
る
か
、
又
諸
胍
度
双
び
一 

社
會
的
諸
關
係
に
依
存
す
る

か
、
若
く
は
人
間
性
の
諸 

原
.理
に
依
存
す
る
限
夂
失
等
の
原
因
の
：研
究
は
、自
然

科

學

に

屬

し

な

い

で

、
道

德
« |

社

會

的

科

學

に
'
.
1

す

る
◊.
 

從

て

丈

れ

は

、

濟

學

の

對

W

な

る

の

で

あ

る
<

ミ
少
€
齄
濟
學
の
忠
義 

第

九

镋

】

H

六

富
の
生
產
、
詳
言
す
れ
ぱ
地
球
上
の
各
種
股
料
ホ
ょ 

:

り
人
間
の
生
活
及
び
享
樂
の
道
具
を
袖
出
す
る
乙
ご 

は
> 

明
か
に
隨
意
の
事
树
で
な
い
。
典
處
に
は
必
；要
條 

ヾ
#

が
あ
る
。是
镣
の
必
要
條
件
の
中
に
於
て
：ま
條
件
は
、
 

I

物
理
的
に
し
て
物
質
の
特
性
に
依
存
し
、
且
夫
等
の
特 

\

性
に
關
し
て
特
定
の
場
所
及
び
啡
間
に
於
て
取
得
せ
ら 

|

れ
た
知
識
の
數
量
に
も
侬
存
す
る
。
是
れ
は
、
M O
»[
o
^ o 

;

の
假
定
す
る
所
で
あ
つ
て
、
硏
究
す

る

所
で
は
な
い
。

:

'即
ち
此
論
據
に
就
て
は 
>
.自
然
科
學
又
は
a

常
の
經
驗 

に
訴
へ
る
。
是
等
外
的
自
然
の
事
實
ビ
、
人
間
性
に
關 

す
る
他
8

の
眞
理
ど
を
結
合
し
、依
て
以
て
M o
w o
^ o

は
、
 

富

の

生

齑

が

決

足

せ

ら

れ

る

第

一

一

次

的

若

く

は

派

'生

的 

法
則
を
探
求
せ
ん
ビ
試
み
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
中
に 

へ
は
、.
過
去
及
び
現
茌
の
貧
窜
の
相
違
の
說
明
ど
、
將
來 

'
の
た
め
に
準
備
ぜ
ら
れ
る
富
の
增
加
量

は
幾
何
な
る
か 

の
論
據
を
が
、
包
含
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

生
產
の
法
則
と
異

4
0
:て
の

法

則

は

、

!

邻

分

人
間
の
制
度
に
關
說
す
る
。
何
故
^
;

1
K

ふ
に
或
一
定
の 

1

社
會
に
分
配
せ
ら
れ
る
富
の
樣
式
は
、
其
の
社
會
に
行
：
:'
: 

は
^

各

種

の

徘

令

若

く

ば

憤

習

に

依

存

す

る

か

>̂
-
で
あ 

.
へ
る
。
.而
し
て
諸
政
«

夂
は
諸
國
民
は
y

如
何
な
る
制
度 

:を
存
微
す
可
き
^-

を
決
定
す
る
カ
を
有
す
れ
ど
、
彼

等

一
 

は
、
.夫
等
の
.
制
度
が
如
何
な
る
作
用
を
す
る
か
を
糨
意j 

b

決
定
す
る
こ
f

が

出
.*

な
い
。
；故
に
赏
の
分
配
に
關
:
.
 

し
て
彼
等
の
有
し
れ
力
が
依
存
す
る
諸
條
件
と： ".：

社
會
，

-
 

が
其
採
用
を
適
當
ビ
考
人
得
る
各
種
行
爲
の
分
配
上
に
.
 

及
ぼ
‘す
樣
式
ど
は
、
凡
ゆ
る
自
然
の
物
理
的
法
則
マ」

等

I 

し
ぐ
科
學
的
硏
究
の
主
題
で
'あ
る
？
S

S)

：

,

以
上
節
單
^

補
龙
し
れ
こ
€

は
、
：大
體
に
於
て
ミ
ル 

が

E
s
s
a
y
s

の
中
^

取
极
つ
た
所
^

合
致
す
る
。
此
に 

於
て
經
濟
學
原
现
に
：於
け
：る
斯
學
®
定
義
も
生
命
を
有
へ 

す
る
！！
に
な
る
。
併
し
斯
の
如
く
ミ
ル
が
努
力
し
て
與 

ベ
te

經

濟

學

の

觉

義

は

，ク

i

長
い
_

»1

濟

_

双

を

支
 

配
レ
て
居
た
か
何
ぅ
か
、
夫
れ
は
研
究
す
る
價
値
が
あ

筋
十
六
卷(

一
:
m

四
.
一)

雑
錄
ジ
ェ
ィ
。ェス*
ミ

るV
J

も

云

へ

や

，
フ

し

又

何

等

の

_

難

な

く

直

ち

に

杏

定 

す
る
こ
.ビ
も
出
來
や
ぅ
。

私
は
最
後
に
ミ
ル
の
定
義
に
對
す
る
。ホ
ー
ナ
I

敎
授 

0

批
評
を
借
用
す
る
。
日
く 

「

事
實
上
ミ
ル
の
所
謂
經
濟
學
S

は
，
唯

一
の
欲
求 

の
作
用
を
研
究
す
る
の
で
な
く
、
四
種
の
與
な
れ
る
欲 

求
の
作
用
を
硏
究
す
る
の
.で
あ
る
o 

•其
四
種
の
：
 

異
な
れ
る
欲
求
は
、
若
し
吾
々
が
最
後
の
定
義
を
简
約 

修
正
.し
て
次
の
如
く
讀
む
な
ら
ば
、
最
後
の
定
義
の
中 

:に
も
包
合
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
經
濟
學
ビ
.は
、

:

富
の
生
產
"

消
費
、
及
び
分
配
に
於
て
人
間
が
結
合
し 

て
な
す
作
用
ょ
b

生
起
す
る
や
ぅ
な
社
會
の
現
象
に
關 

す
る
法
則
を
硏
完
す
る
所
の
科
學
で
あ
る
S

。
併
し
ミ 

ル
自
身
は
、——

例
へ
ば

w
s
s
a
y
s
,

 

p. 

J

%ハ
本
^

十

三 

の
中
頃
參
照〕

の
如
く
首
尾
一
賞

し

て

居

な

い

が
^

_

.

1

般
に
人
間
的
享
樂
の
法
則
^
同
緣
な
る
も
の
を
裙
す 

る
€

し
て
、
消
費
を
除
外
し
て
居
る
。(

拙
稿
八
月
*

一’

y
ミ
經
濟
學
の
定
義 

第
九
號
一
三
七
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雜
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S

ィ
i

ス
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四
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乃
至
_

一
 

四
九
商
參
照)

：

又
最
後
の
定
義
に
於
て
は 

へ
分
配
さ
‘へ
も
除
外
し
て
®

る
。
!
■
姐
ふ
に
是
れ
は
、
經

濟

#*
K

1(
p
r
e
H
m
i
n
a
r
y

 
R
e
m
a
r
k
s
,

 

p. 

2
J. 

:
& 

b
k

 

IT

c
h
，

r
 

p
.
’ 2

6
0
.
)

に
於
て
分
配
の
法
則
は
、
自
然
及
び
人 

性
び
«1

兔
6<

條
伸
に
依
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
.な 

く
し
て
全
然
人
間
の
制
度
の
夫
.れ
に
依
て
決
定
せ
ら
れ 

るQ
:

で
め
る
^

云
ふ
た
論
摅
に
®

い
た
も
の
で
あ
ら
ぅ 

:

云
々
？(

本
論
十
五
の
前
华
參
照)

S

9
 丫

A

は
ボ
ー
ナ
ー
敎
授
の
所
說
の
.J

部
で
あ
る
が
、
極 

め

て

巧

妙

に

、
、
、
ル

の

足

義

を

批

評

し

て

®

る

。

勿

^

敎 

授

の

批

評

が

、
W

ら

E
s

s
a

y
s

に

於

げ

る

定

義

こ

j
h
v

つ 

て
放
た
れ
て
沿
る
こ
ど
は
斷
る
迄
ち
な
い
。
現

.
に
? &
0

1 0 

.
の
如
き
は
、

ミ
ル
の
時
代
に
於
け
る

：
ど
內
容
も
相
違
し 

た
の
で
あ
る
が
、
兎
に
«

米
國
經
濟
學
者
.
間
'

の
問
^

ど 

な
^

N、

決
し
て
ミ
ル
の
^

足
し
れ
や
ぅ
な
も
の
で
な
<
、 

極
め
て
1 :

要
な
も
の
で
あ
々
ど
認
め
ら
れ

る

に

至

つ

 

た

9 

r詫

川

，

)

.
0

ほ

ミ

.
-ル

の

定

象

を

犯

.評

し

忆

珙

者

に

、

’

こ
ニ
焱
濟
學
の
|

.
 

第

九

號
一

三

八
 

シ
デ
叶
ッ
ク
、
ヶ
ャ
ー
シ
ス
等
が
あ
る
け
れV」

も
、
今 

‘
は
彼
等
の
批
評
を
紹
介
す
る
餘
裕
が
な
い
。

以
丄
は
ミ
ダ
の
經
濟
舉
の
定
義
に
到
す
る
見
解
で
あ
■
 

る
。
勿
論
.ミ
ル
に
從
へ
ば
、
或
科
學
の
定
_

の
考
察
ど
、
 

ン

其
科
學
の
哲
學
的
硏
究
如
& 0

、8

〗

0

|

?

 

l

o

d

e

)

 

j 

:

詳
言
せ
.ば
其
諸
硏
究
を
實
行
し
、
其
諸
眞
理
に
到

達

す

 

\

 

:

可
き
過
程
の
本
質
の
考
察
でJ

は
、
不
可
離
的
に
結
^
せ 

|

ら
れ
る
の
で
め
る
が
、(

註
y

本
論
に
於
て
は
其
前
半 

\

:
の
み
を
紹
介
し
て
後
半
は
全
然
省
略
し
た> 

或
は
夫
l
e 

\

が
た
め
に
、
ミ\

の
所
說
を
紹
介
す
る
に
不
充
分
な
戰
，

\

が
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
こ
^

を
處
れ
る
。(

了)

\ 

S

I)
J. 

s
.

 

M
i
l
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o
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m
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u
n
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p
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j
I

(

許

々

0
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o
p
v
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7 

1
2
6
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;

f
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l
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w
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ぐ 
p
M.
D
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p
l
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"
, 

F
v
e
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i
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R
e
m
p
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が
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p.
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注
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J
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第
三
章
'

_
債
の
整
理
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;
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::
第
一
.
節

外

偾

の

I

 

•
粑
國
に
：於
て
、
歡
十
年
來
殊
に
§

十
餘
年
涞
經
濟 

••
L
h
.
-
-x
:
.は
政
治
上
の
^

カ
^

張
ら
，ん
ビ
し
暴
利
を
{具
^
諸 

外
._
ビ
借
•歎
を
以
て
自
己
に
利
益
b
殆
ん
r
借
欵
を
：以 

.て
自
己
の
癖
ど
せ
る
我
货
班
£
、
內
外
相
晔
應
し
て
、
 

經
,
俏
欵
，ビ
云
ひ
、
政
治
借
欵
<5
云
ひ
幾
多
の
：借
欵
を

起
し
、.官
S

5S

人
私
服
を
.肥
す
の
外
.
®>
時
費
ビ
云
'は
す
，
 

經
常
費
す
云
は
す
、
凡
て
の
經
費
を
借
欵
を
以
て
支
辨 

し
？
借
欵
を
以
て
、
唯

一

無
ニ
0.

政
策
€

し
、
不
知
不 

_

0

間
に
、
國
家
の
基
礎
を
崩
壤
せ
し
め
ん
と
す
る
に 

¥
;れ
り
、
今
試
^

借
欵
ょ
り
我
國
の
受
け
れ
る
損
害
を
： 

擧
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
"

i

、外债の爲め

| :

連
半
輸
入
超
過

9

勢
か
助
搵
す
る
こ
と 

外
债
か
以V

連
屯
輸
入
餅
過
‘の
籾
か
決
濟
し
不
足
マ
る
や
又
外
愤 

‘

借
り
、
外
愤
の
質
擔
如
蜇
マ
る
に
從
ひ
、
輸
人
超
過
ん
愈
々
！！：！
 

紉
1 :

達
し
娲
港
互
| :

因
果
か
な
し
循
淇
已
む
こ
ビ
な
し

'

:

ニ

、

外

愤

の

偽

め

に

關

稅

自

丰

柳

か

喪

失

ゼ

る

こ

と

:.
;

三
、
外
愤
り
，爲
めL

L

阅
家
の
樞
媒
な
る
财
源
例
へ
ば
關
皦
兩
税
の
如

:

含
外
人
の
手
じ
掌
塯
せ
ら
れ
、
遂
卩
財
政
管
理
.0

端
か
隳
け
る
こ

ノ

.

四
、
外
愤
の
爲
め
ド
、
利
息
、
割
9 |

、
手
数
料
の
如
さ
財
政
ヒ
莫
大

.

丑

、
‘外

愤

の

：爲

め

に

、

财

政

常

厨

は

、

外

愤

0
.
借

入

容

品

な

る

か

以
 

て

財

政

上

整

理

ん

怠

れ

る

こ

マ

」

、

六
*

外
债.

の
爲
め
ド
、
財
政
の
荻
礎
埚
壞
し
、
國
家
の
信
州
權
威
她 

I t

墜
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